
■国立公園と脱炭素

一
．は
じ
め
に

　

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
区
域
内
に
あ
る

本
市
は
、
三
重
県
の
南
東
部
に
位
置
す

る
人
口
約
四
万
八
、〇
〇
〇
人
の
ま
ち
で
、

約
一
七
九
㎢
の
陸
地
と
港
湾
区
域
等
を
除

く
海
岸
か
ら
一
㎞
の
海
域
が
公
園
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
は
、
日
本
の
国
立
公
園
の
中
で
最
も
定

住
人
口
が
多
く
、
公
園
区
域
の
九
割
以

上
が
民
有
地
で
あ
る
。
豊
か
な
自
然
と

歴
史
、
そ
れ
ら
と
人
々
の
暮
ら
し
が
調
和

し
て
い
る
姿
が
特
徴
的
で
、
訪
れ
る
人
々

が
地
域
の
織
り
な
す
生
活
、
歴
史
、
文
化
、

風
習
に
深
く
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
わ

が
国
で
は
異
色
の
国
立
公
園
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
の
国
立
公
園
を
世
界
に
通

用
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
」
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た

「
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
先
行

八
地
域
に
も
選
ば
れ
て
お
り
、
今
年
三
月

に
改
定
さ
れ
た
「
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
〇
二
五
」
に

基
づ
き
、
関
係
機
関
が
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
各
種
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　

本
市
は
令
和
二
年
二
月
に
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
決
意

を
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
し
ま
」
と

し
て
表
明
し
た
。
美
し
い
志
摩
を
未
来

の
世
代
に
残
す
た
め
、
市
民
や
事
業
者

と
一
体
に
な
っ
て
、
地
域
の
脱
炭
素
化

を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
令
和
三
年
六
月
に
、
長

野
県
松
本
市
の
乗
鞍
高
原
に
続
き
全
国

で
二
番
目
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
と

し
て
登
録
さ
れ
た
本
市
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
今
後
の
方
向
性
を
述
べ
た
い
。

二
．�ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
る
に
至
っ
た�

志
摩
市
の
主
な
取
り
組
み

①B
icycle Journey

　

二
次
交
通
の
脱
炭
素
化
を
図
る
取
り

組
み
と
し
て
平
成
二
八
年
度
に
開
始
し
た

事
業
で
、
志
摩
市
の
玄
関
口
で
あ
る
近
鉄

鵜
方
駅
前
や
賢
島
駅
付
近
に
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
の
貸
出
場
所
を
設
定
し
、
坂
道
の

多
い
志
摩
地
域
を
快
適
に
走
れ
る
よ
う

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
や
ク
ロ
ス
バ
イ
ク

等
の
多
種
多
様
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
整
備
し

て
い
る
。
利
用
者
が
志
摩
市
の
豊
か
な
自

然
を
存
分
に
楽
し
め
る
よ
う
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
の
提
案
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の

設
置
、
マ
ッ
プ
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
ガ
イ
ド
や
伴
走
車
が
付
く
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

利
用
者
は
年
々
順
調
に
増
加
し
て
お

り
、
新
た
に
Ｅ

－

バ
イ
ク
等
の
新
型
モ

ビ
リ
テ
ィ
を
導
入
す
る
予
定
で
、
事
業

志
摩
市
に
お
け
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
の

�

推
進
と
今
後
の
展
開

�

　

志
摩
市
役
所
　
市
民
生
活
部
　
環
境
課

横山展望台からの英虞湾

レンタサイクルを楽しむ観光客の様子

8国立公園　No.797/OCTOBER.2021



■国立公園と脱炭素

の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

②�
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
と
な
る�

藻
場
・
干
潟
の
再
生

　

本
市
沿
岸
は
重
要
海
域
お
よ
び
重
要

湿
地
と
さ
れ
て
お
り
、
観
光
や
水
産
業

の
基
盤
で
も
あ
る
。
国
立
公
園
の
核
心

部
で
あ
る
英
虞
湾
に
は
、
過
去
に
埋
め

立
て
ら
れ
た
干
潟
が
遊
休
地
化
し
て
い

る
場
所
が
多
数
あ
る
た
め
、
生
物
多
様

性
の
保
全
や
海
の
浄
化
能
力
向
上
の
観

点
か
ら
、
平
成
二
二
年
度
よ
り
英
虞
湾

の
四
カ
所
で
干
潟
の
再
生
を
行
っ
た
。

あ
わ
せ
て
地
域
住
民
と
協
働
で
コ
ア
マ

モ
場
の
再
生
も
実
施
し
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸

収
源
の
増
加
を
図
っ
た
。

　

再
生
干
潟
で
は
、
毎
年
、
市
民
参
加

型
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
横
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が

行
う
行
事
で
は
、
干
潟
の
自
然
観
察
会

を
通
じ
て
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

③�

マ
イ
ボ
ト
ル
等
で
利
用
で
き
る�

給
水
機
の
導
入

　

現
在
、
本
市
の
脱
炭
素
に
係
る
取
り

組
み
の
核
と
言
え
る
の
が
、
使
い
捨
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
使
用
抑
制
や
プ
ラ
ご

み
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
等
を
目
的
と

し
て
、
令
和
三
年
四
月
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
マ
イ
ボ
ト
ル
等
で
利
用
で
き
る
給

水
機
」（
以
後
、
給
水
機
）
の
導
入
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
本
市
と
浄
水
器
レ
ン
タ
ル

事
業
者
が
官
民
連
携
で
推
進
し
て
い
る

も
の
で
、
既
に
市
内
六
施
設
に
導
入
し

た
。
市
お
よ
び
浄
水
器
レ
ン
タ
ル
事
業

者
の
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
報
を
行
い
、
民

間
企
業
に
直
接
足
を
運
ん
で
事
業
概
要

の
説
明
を
行
う
な
ど
普
及
に
努
め
た
結

果
、
導
入
し
て
間
も
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
市
民
が
利
用
し
て
お
り
、

給
水
機
の
導
入
を
決
定
し
た
企
業
や
設

置
を
検
討
す
る
企
業
が
現
れ
る
な
ど
、

プ
ラ
ご
み
対
策
の
普
及
啓
発
の
効
果
が

徐
々
に
現
れ
て
き
て
い
る
。
県
内
外
の
自

治
体
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
相
次
い
で

お
り
、
波
及
効
果
は
全
国
に
及
ん
で
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
本
市
の
主
要
な
利

用
拠
点
で
あ
る
横
山
展
望
台
で
の
Ｒ
Ｅ

１
０
０
の
実
施
、
官
民
連
携
で
推
進
す

る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
等
で
回
収
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
生
地
や
糸
へ
再
生

さ
せ
る
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み

な
ど
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
る
に
至
っ
た
取
り
組
み
は
多
い
。

三
．今
後
の
展
開

　

今
年
六
月
に
国
が
打
ち
出
し
た
地
域

脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
地
域
の
脱

炭
素
化
が
地
域
の
成
長
戦
略
に
な
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
地
域
資
源
の

活
用
が
地
域
課
題
の
解
決
や
防
災
に
つ
な

が
る
と
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
脱
炭

素
に
係
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

は
、
今
後
の
志
摩
市
の
地
方
創
生
の
実
現

に
向
け
て
大
き
な
鍵
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
太
陽
光
発
電
を
は
じ
め
と
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
も
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
合
意
形

成
を
慎
重
に
図
り
つ
つ
、
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
重
点
事
項
と
と
ら
え
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
市
役
所
が
い
き
な
り
脱

炭
素
施
策
の
推
進
を
掲
げ
て
も
、
す
ぐ

に
市
民
や
事
業
者
に
身
近
な
も
の
と
感

じ
て
も
ら
え
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ま

ず
は
、
前
述
の
給
水
機
の
導
入
な
ど
比

較
的
取
り
組
み
や
す
い
こ
と
か
ら
始
め
、

こ
れ
を
継
続
す
る
と
と
も
に
関
連
の
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
で
の
脱

炭
素
化
の
機
運
醸
成
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
観
光
地
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

公
園
利
用
者
に
対
し
て
は
、
た
だ
単

に
公
園
を
利
用
し
て
も
ら
う
だ
け
で
は

な
く
、
実
際
に
自
然
豊
か
な
国
立
公
園

内
で
起
き
て
い
る
環
境
問
題
や
脱
炭
素

の
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
球
環

境
や
自
然
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
深
く
考

え
る
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
が
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
パ
ー
ク
の
責
務
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
本
市
の
よ
う
な
経
済
基
盤
の

弱
い
小
規
模
な
自
治
体
が
、
今
後
活
発

化
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
全
国
的

な
脱
炭
素
化
の
潮
流
か
ら
取
り
残
さ
れ

な
い
た
め
に
も
、
本
市
職
員
一
人
ひ
と
り

が
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
市
民
、
民
間
企
業
、
関
係
行

政
機
関
等
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
前

項
で
紹
介
し
た
よ
う
な
取
り
組
み
を
昇

華
さ
せ
、
新
た
な
事
業
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
脱
炭
素
社
会

の
形
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

今
般
の
本
市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー

ク
登
録
が
、
市
民
の
「
地
元
に
対
す
る

誇
り
」
や
「
志
摩
」
の
全
国
的
な
知
名

度
向
上
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、「
国
立

公
園
の
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
」
と
い
う
形
で

全
国
に
波
及
す
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば

幸
甚
で
あ
る
。

市役所本庁舎に設置された「マイボトル等で利用できる給水機」
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